
掲
載
議
案

候
補
１

高
校
生
キ
ャ
リ
ア
支
援
事
業
の
対
象
者
要
件
の
拡
大
や

児
童
扶
養
手
当
の
制
度
改
正
の
実
施
な
ど

【
第
１
号
】
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
主
な
事
業
内
容
】

高
校
生
キ
ャ
リ
ア
支
援
事
業
の
対
象
者
要
件
の
拡
大

生
活
困
窮
世
帯
の
高
校
生
等
を
対
象
に
、
学
習
・
進
学
・
就
労
意
欲
の
向
上
に
つ
な

が
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
日
常
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
や
相
談
の
で

き
る
集
合
型
の
学
習
支
援
教
室
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
ア
プ
リ
に

よ
る
学
習
環
境
を
提
供
す
る
他
、
令
和
７
年
度
よ
り
対
象
者
の
要
件
を
拡
大
し
制
度
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
の
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
事
業
者
選
定
及
び
契
約
の
時
期
を
早
め
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
の
た
め
早
期
実
施
を
目
指
し
ま
す
。

●
対
象
者
（
左
に
該
当
す
る
世
帯
の
高
校
生
等
）

・
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
、
ま
た
は
同
水
準
の
所
得
の
ひ
と
り
親
家
庭

・
生
活
保
護
受
給
世
帯
（
令
和
７
年
度
よ
り
拡
大
）

・
就
学
援
助
認
定
相
当
の
収
入
の
世
帯
（
令
和
７
年
度
よ
り
拡
大
）

補正額

（内訳）

○○○千円

○○費
○○○千円

○○費
○○○千円

○○費
○○○千円

○○費
○○○千円

児
童
扶
養
手
当
の
制
度
改
正

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ
れ
る
ひ
と
り
親

家
庭
等
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与
す
る
た
め
、
当
該
児
童
へ
手
当

を
支
給
し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
令
和
６
年
11
月
分
（
令

和
７
年
１
月
支
給
）
の
児
童
扶
養
手
当
か
ら
、
所
得
制
限
限
度
額
の
引
上
げ
や

多
子
加
算
の
拡
充
と
い
っ
た
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。

（
補
正
額
：
５
６
１
２
万
円
）

●所得制限限度額の引き上げ

全部支給となる
所得制限限度額
（受給資格者本人の前年所得）

一部支給となる
所得制限限度額
（受給資格者本人の前年所得）

扶養する
児童等の数

所得ベース 所得ベース

令和6年
4月～10月分

令和6年
11月分～

令和6年
4月～10月分

令和6年
11月分～

０人 49万円 69万円 192万円 208万円

１人 87万円 107万円 230万円 246万円

●多子加算の拡充（児童１人あたりの月額）

※以降、扶養する児童等１人増加につき、38万円ずつ加算

第３子以降の加算額を第２子の加算額と同額に引き上げます。

令和6年4月～10月分 令和6年11月分～

第３子
以降
加算額

全部
支給

一部
支給

6,450円 1万750円

6,440円～3,230円 1万740円～5,380円

【改正内容】

admin
タイプライターテキスト
令和6年12月19日広報委員会【資料6】



位
置
図

な
ど

船
橋
日
大
前
駅
東
口
の
駐
輪
場
を
整
備

船
橋
日
大
前
駅
東
口
第
一
自
転
車
等
駐
車
場
が
令
和
７
年
４
月
末
を
も
っ
て

閉
鎖
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
代
替
の
自
転
車
等
駐
車
場
を
整
備
し
ま
す
。

●
名
称
（
仮
称
）

船
橋
日
大
前
駅
東
口
第
三
自
転
車
等
駐
車
場

●
収
容
台
数

自
転
車

月
ぎ
め
２
２
８
台

原
動
機
付
自
転
車

月
ぎ
め
27
台

●
供
用
開
始

令
和
７
年
５
月
供
用
開
始
予
定 （

補
正
額
：
８
２
５
万
円
）

小
学
校
に
昇
降
機
を
設
置

教
育
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
小
学
校
へ
昇
降
機
を
設
置
す
る
た
め
、

設
計
業
務
委
託
を
行
い
ま
す
。

（
補
正
額
：
２
５
５
２
万
円
）

令
和
７
年
４
月
に
特
別
支
援
学
級
の
新
規
開
設
や
特
別
支
援
学
級
設
置
校
の

学
級
数
を
増
加
す
る
た
め
、
教
室
の
改
修
等
を
行
い
ま
す
。

●
知
的
障
害
特
別
支
援
学
級
（
新
規
開
設
）

二
和
小
、
葛
飾
中
、
芝
山
中

●
自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
支
援
学
級
（
新
規
開
設
）

塚
田
小
、
豊
富
小
、
小
室
小
、
行
田
中

●
学
級
数
の
増
加
に
よ
り
修
繕
が
必
要
な
学
校
（
自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
支
援
学
級
）

市
場
小
、
薬
円
台
南
小
、
湊
中
、
二
宮
中
、
習
志
野
台
中

特
別
支
援
学
級
の
新
規
開
設
及
び
学
級
数
を
増
加（

補
正
額
：
９
７
８
万
９
千
円
）

法
典
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
開
設
に
向
け
た
修
繕
を
実
施

（
補
正
額
：
４
５
４
万
３
千
円
）

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
整
備
を
計
画
し
て
い
る
法
典
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
等
を
、
令
和
７
年
４
月
に
旧
西
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

跡
に
開
設
す
る
た
め
、
必
要
な
内
装
や
照
明
の
修
繕
等
を
行
い
ま
す
。

教
育
活
動
の
た
め
の
学
習
バ
ス
の
運
行
増
加
に
対
応

（
補
正
額
：
１
７
５
６
万
２
千
円
）

各
校
の
教
育
活
動
の
円
滑
な
実
施
と
保
護
者
の
経
済
的

負
担
軽
減
を
目
的
に
、
学
習
バ
ス
の
継
続
的
な
運
航
を
行

う
た
め
学
習
バ
ス
の
一
括
借
り
上
げ
契
約
を
行
い
運
行

業
務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
バ
ス

需
要
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
遠
方
の
事
業
者
に
よ
る
運
航
が

増
加
し
て
お
り
、
当
初
予
算
額
よ
り
支
出
額
が
多
く
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

イ
メ
ー
ジ
写
真

な
ど



掲
載
議
案

候
補
４

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
指
定

【
第
６
号
～
第
10
号
】

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
12
年
３
月
31
日
ま
で
の

市
内
の
各
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

【
東
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

●
指
定
管
理
者

公
益
財
団
法
人
船
橋
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
公
社

【
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

●
指
定
管
理
者

社
会
福
祉
法
人
船
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会

【
西
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

●
指
定
管
理
者

社
会
福
祉
法
人
船
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会

【
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

●
指
定
管
理
者

社
会
福
祉
法
人
清
和
会

【
南
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

●
指
定
管
理
者

社
会
福
祉
法
人
聖
進
會

建
物
外
観
写
真

な
ど

掲
載
議
案

候
補
２

東
部
公
民
館
の
使
用
料
の
変
更

【
第
４
号
】
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
部
公
民
館
の
改
修
工
事
に
よ
り
集
会
室
の
増
設
や
音
楽
室
の
新
設
等
に
あ
た
り
、

施
設
使
用
料
を
規
定
す
る
た
め
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

講堂 ４９９０円

第一集会室 ５９０円

第二集会室 ９９０円

第三集会室 ９９０円

第一和室 ５９０円

第二和室 ５９０円

第三和室 ５９０円

実習室 ９９０円

【改正後】

講堂 ４９９０円

第一集会室 ５９０円

第二集会室 ５９０円

第三集会室 ５９０円

第四集会室 ５９０円

第五集会室 ９９０円

第六集会室 ９９０円

和室 ５９０円

実習室 ９９０円

音楽室 ９９０円

掲
載
議
案

候
補
３

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
27

号
線
橋
り
ょ
う
上
部
工
工
事
に
係
る
請

負
契
約
を
締
結

【
第
５
号
】
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
27
号
線
橋
り
ょ
う
上
部
工
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
27
号
前
原
東
飯
山
満
町
線
に
お
け
る
、
市
道
０
０

―

１
３
６
号
線
を
横
断
す
る
橋
り
ょ
う
の
上
部
工
工
事
を
行
い
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
お
い
て
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
や
道
路
利
用
者
の
安

全
性
向
上
、
日
常
生
活
の
利
便
性
向
上
、
災
害
時
の
避
難
路
の
確
保
を
目
的
と

し
、
本
工
事
で
は
、
橋
り
ょ
う
上
部
工
の
工
場
製
作
及
び
架
設
等
を
行
い
ま
す
。

●
契
約
金
額

７
億
３
５
８
９
万
１
０
９
０
円

●
工

期

契
約
締
結
日
の
翌
日
か
ら
６
８
０
日
間

【改正前】



掲
載
議
案

候
補
５

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
価
格
高
騰
支
援
給
付
金

【
第
18
号
】
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

補正額

（内訳）

○○○千円

○○費
○○○千円

用
語
解
説
な
ど

【
事
業
内
容
】

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
令
和
６
年
12
月
13
日
時
点
で
船
橋
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

令
和
６
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
と
な
る
世
帯
に
対
し
、
１
世
帯
当
た
り
３
万
円
の

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
給
付
加
算(
こ
ど
も
加
算)

と
し
て
、

支
給
対
象
者
（
世
帯
主
）
の
世
帯
員
で
あ
る
18
歳
以
下
の
児
童
１
人
あ
た
り
２
万
円

を
支
給
し
ま
す
。

※

追
加
議
案※


